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Rアッシリア帝国，４国の分立，アケ
メネス朝　アケメネス朝は広大な領域
を支配するために，道路網

もう

を整備した。
都のスサからアナトリアのサルデスに
いたる「王の道」には，全長約2500km
に111の宿

しゅく

駅
えき

が設けられ，食料と馬が
そなえられた。アケメネス朝はイラン
南西部のファールス地方を拠

きょ

点
てん

とした
ため，ヨーロッパでは，以後イランの
王朝や民族などをペルシアとよんだ。

Qアッシリア王の獅
し

子
し

狩
が

り（ニネヴェ王宮出土）　
アッシリアは，官

かん

僚
りょう

制
せい

を導入して中央集権的な
体制を樹

じゅ

立
りつ

した。
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王の道 
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　アケメネス朝第３代の王。乗馬
と弓

きゅう

術
じゅつ

の達
たつ

人
じん

といわれ，彼の時代
に，領土は最大となり，中央集権
体制が確立された。駅

えき

伝
でん

制
せい

を整備
して早

はや

馬
うま

をおき，エジプトのナイ
ル川と紅

こう

海
かい

を結ぶ運
うん

河
が

をつくって
地中海とインド洋を連

れん

結
けつ

し，東西
の経済・文化の交流が活

かっ

発
ぱつ

化
か

した。

ダレイオス１世
在位前522－前486
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レスティナに定
てい

住
じゅう

し，ヤハウェを唯
ゆい

一
いつ

の神とし，みずから

を神に選ばれた民
たみ

とする信
しん

仰
こう

を形成した。彼らは，前11世

紀にエルサレムを都とする王国をたてた。しかし，前 6世

紀はじめにはメソポタミアの新バビロニアによって国を滅

ぼされ，多くのヘブライ人がバビロンに連行された（バビ

ロン捕
ほ

囚
しゅう

）。このような苦
く

難
なん

のなかでユダヤ教
きょう

が形成され

ていった。ユダヤ教は，ヤハウェと約束した戒
かい

律
りつ

を守り，

メシア（救
きゅう

世
せい

主
しゅ

）の出現を信じる一
いっ

神
しん

教
きょう

であり，のちのキリ

スト教やイスラームの成立に大きな影
えい

響
きょう

を与えた。ユダヤ

教の教えは，『聖書（旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

）』をもとに，さまざまな口
く

伝
でん

や解
かい

釈
しゃく

をくわえてまとめられた。

　　　　　　　　　　アッシリアは，前 9世紀ごろからヒッタイト

から学んだ鉄製武器と戦車と騎
き

馬
ば

隊
たい

による強

力な軍事力で領土をシリアまで拡大し，前 7世紀にエジプトを征
せい

服
ふく

して，はじめてオリエントを統一する帝
てい

国
こく

を樹
じゅ

立
りつ

した。征服地を州
しゅう

にわけ，重税を課した。しかし，このような支配は服
ふく

属
ぞく

民
みん

の反抗を

まねき，首都ニネヴェが陥
かん

落
らく

し，帝国は前 7世紀末に滅んだ。

　そののち，オリエントはエジプト，リディア，新バビロニア，メ

ディアの 4国に分
ぶん

裂
れつ

するが，前 6世紀のなかごろ，イラン高原から

でたインド・ヨーロッパ語系のペルシア（イラン）人がたてたアケメ

ネス朝によってふたたび統一された。この帝国は，ダレイオス１世

のときに国の基
き

礎
そ

がかためられ，領土はエジプトや地中海東岸から

インダス川にいたるまで広がった。王はアッシリアの統治方法をう

けつぎ，全土を20あまりの州にわけ，サトラップ（総
そう

督
とく

）をおき，「王

の目」「王の耳」とよばれる監
かん

察
さつ

官
かん

を巡
じゅん

回
かい

させて治めた。その支配は

アッシリアと異なり，被征服民の宗教や慣
かん

習
しゅう

を尊
そん

重
ちょう

するなど柔
じゅう

軟
なん

な

統一帝国の出現

前550－前330
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牧
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民族としての特
とく

徴
ちょう

を失うことに反

発した同族との争いによって東西に分
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裂
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てかわられた。
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の進出や戦乱によって土
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や流
りゅう

民
みん

になるものが多かった。税を負担する

小農民が没
ぼつ

落
らく

して財政が苦しくなった各王朝は，さまざまな土地政

策を行って，豪族の大土地所有をおさえ，小農民を育てようとした。

なかでも，北魏の均
きん

田
でん

制
せい

は，王朝が一定の土地を農民にわりあてる

もので，この制度は北
ほく

朝
ちょう

をへて，隋
ずい

，唐
とう

にひきつがれた。

　この時代には華北からの移住にともない，江
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の開発が進み，産
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中
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ご

以
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朝
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文
ぶん
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か
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），書家の王
おう
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ぎ
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し
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こ
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た。また，散文では四
し

六
ろく

駢
べん

儷
れい

体
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という華
か

麗
れい

な文章が好まれた。古来

のすぐれた詩文を集めて昭
しょう

明
めい

太
たい

子
し

が編集した『文
もん

選
ぜん

』は，日本文化に

も大きな影
えい

響
きょう

を与えた。
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　太平天国軍（右側）は，清
朝が強制していた弁

べん

髪
ぱつ

をやめ，中国風の長
ちょう

髪
はつ

にしたので，清
朝側から「髪

はつ

匪
ひ

」（長髪賊
ぞく

）とよばれた。

Rアヘン戦争　1841年，
広
こう

州
しゅう

湾
わん

で，イギリス軍
艦に砲

ほう

撃
げき

されるジャン
ク船。イギリス艦

かん

隊
たい

を
むかえうった清

シン

の大
たい

砲
ほう

のなかには，200年以
上前にポルトガルから
輸入したものもあり，
それらは１発うつのに
30分もかかったとい
う。

Qインド産アヘンの輸出額の推移

天
てん

津
しん

・北
ペ

京
キン

条約の開港場
はどこに広がっているの
だろう。
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をやぶった。1842年に南
ナン

京
キン

条
じょう

約
やく

が結ばれ，清は香
ホン

港
コン

島
とう

をイギリスに

ゆずり，上
シャン

海
ハイ

など五つの港をひらいて，公行を廃止した。翌年には

さらに領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

をみとめ，こうして清は不平等条約のもとでの開

国をよぎなくされた。

　　　　　　　　　　アヘン戦争後も清ではアヘンの輸入がとまら

ず，賠
ばい

償
しょう

金
きん

のために財政もゆきづまった。国

内の銀が流出し，銀の値あがりによって税負担が増加したため，多

くの失業者や流
りゅう

民
みん

が生まれ，とくに中国南部では社会不安が高まっ

た。貧しい移
い

民
みん

だった洪
こう

秀
しゅう

全
ぜん

は科
か

挙
きょ

に失敗し，キリスト教の影
えい

響
きょう

を

受けて上
じょう

帝
てい

会
かい

をつくった。上帝会は1851年に広
こう

西
せい

省
しょう

で蜂
ほう

起
き

し，国号

を太
たい

平
へい

天
てん

国
ごく

と称した。太平天国は，清の打
だ

倒
とう

による漢
かん

人
じん

を中心とす

る中国の復
ふっ

活
かつ

（滅
めつ

満
まん

興
こう

漢
かん

）と，『天
てん

朝
ちょう

田
でん

畝
ぽ

制
せい

度
ど

』による財産や土地の均
きん

分
ぶん

をとなえた。1853年には南京を占
せん

領
りょう

し，ここに都をおいて天
てん

京
けい

と

改
かい

称
しょう

し，清に対
たい

抗
こう

した。

　いっぽうイギリスは，クリミア戦争が終わると，中国市場

の拡大をめざして中国への侵
しん

略
りゃく

を再開した。1856年，イギリ

ス国旗をかかげた船で，清の役人が中国人船員をとらえたア

ロー号事件がおこると，フランスによびかけてアロー戦争（第

2次アヘン戦争）をおこした。連合軍は天
てん

津
しん

，北
ペ

京
キン

を占領し， 

天
てん

津
しん

条
じょう

約
やく

と北
ペ

京
キン

条
じょう

約
やく

をみとめさせた。清は，外国公
こう

使
し

が北京

に駐
ちゅう

在
ざい

し，新たに天津など11の港をひらくことや，外国人が

国内で旅行したりキリスト教を布
ふ

教
きょう

することをみとめた。ま

た，イギリスに九
きゅう

竜
りゅう

半島南部を割
かつ

譲
じょう

した。翌年，

清は外交を担当する総
そう

理
り

各
かっ

国
こく

事
じ

務
む

衙
が

門
もん

を設けた。
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Rスペイン内戦　人民戦線側には国際
義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

が加わったが，ファシズム諸国
が支

し

援
えん

したフランコ軍にやぶれた。左
の写真は，写真家キャパが敵

てき

弾
だん

にたお
れる人民戦線軍兵士を撮

と

ったとして発
表された。

Qユダヤ人排
はい

斥
せき

　1936年のドイツ
の絵はがき。学校を追いだされる先
生や生徒（左手前）。肌

はだ

や髪
かみ

の毛の色
をかえてえがかれている。

Qイタリア軍に投
とう

降
こう

するエチオピア
軍兵士
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うったえ，大恐慌に苦しむ人々の支持を集め，急速に勢力を増した。

　1932年の総選挙でナチスは第一党となり，共産党の進出をおそれ

る保守派や産業界に支持され，翌年にはヒトラー内閣が成立した。

ヒトラーは，共産党などの反対派を弾
だん

圧
あつ

し，みずからに国政の全権

をゆだねる法を議会に可
か

決
けつ

させて，独
どく

裁
さい

体
たい

制
せい

を確立した。大
だい

規
き

模
ぼ

な

公
こう

共
きょう

事業や軍
ぐん

需
じゅ

工業の拡大によって失業者を救
きゅう

済
さい

して支持を集めた

が，独裁政治に反対する政治勢力，学者や文化人，迫
はく

害
がい

の対象とな

った多くのユダヤ人は，国外に亡
ぼう

命
めい

した。

　　　　　　　　　　指導者を崇
すう

拝
はい

し，資本主義体制や議会制民主

主義にかえて，独裁者のもとに統制的な社会

を建設しようとするイタリアのファシスト党やドイツのナチスなど

のような政治運動は，ファシズムとよばれる。ファシズムは，経済・

社会不安のなかで展
てん

望
ぼう

を失った人々をひきつけ，暴
ぼう

力
りょく

の行
こう

使
し

もいと

わない大衆運動にささえられていた。日本も，1930年代からしだい

にファシズムに類
るい

似
じ

した体制をとるようになった。

　ドイツは1933年に国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

を脱
だっ

退
たい

し，イタリアは1936年にエチオ

ピアを武力で併
へい

合
ごう

し，翌年に連盟を脱退した。日本も満
まん

州
しゅう

国
こく

の建国

をきっかけとして，1933年に連盟脱退を通
つう

告
こく

しており，国際的に孤
こ

立
りつ

した日
にち

独
どく

伊
い

3国はしだいに結
けっ

束
そく

を強めていった。

　　　　　　　　　　1930年代なかばになると，ファシズムに反対

する動きが活
かっ

発
ぱつ

になった。1936年にはスペイ

ンとフランスで，社会主義者を中心としてたがいの政治的意見のち

がいをこえてファシズムに反対するために，人
じん

民
みん

戦
せん

線
せん

内
ない

閣
かく

が結成さ

れた。

　しかし，スペインでは，社会主義に不安をもつ教会や地
じ

主
ぬし

，資本

家が支持するフランコ将
しょう

軍
ぐん

が反乱をおこし，内戦となった。人民戦

線側にはソ連が援
えん

助
じょ

をおくり，欧米の社会主義者や知識人が義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

ファシズムの台頭

→p.225

スペイン内戦

1892－1975

5

10

15

20

25

Rスペイン内戦　人民戦線側には国際
義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

が加わったが，ファシズム諸国
が支

し

援
えん

したフランコ軍にやぶれた。左
の写真は，写真家ロバート・キャパが
敵
てき

弾
だん

にたおれる人民戦線軍兵士を撮
と

っ
たとして発表された。

Qユダヤ人排
はい

斥
せき

　1936年のドイツ
の絵はがき。学校を追いだされる先
生や生徒（左手前）。肌

はだ

や髪
かみ

の毛の色
をかえてえがかれている。

Qイタリア軍に投
とう

降
こう

するエチオピア
軍兵士

 223

うったえ，大恐慌に苦しむ人々の支持を集め，急速に勢力を増した。

　1932年の総選挙でナチスは第一党となり，共産党の進出をおそれ

る保守派や産業界に支持され，翌年にはヒトラー内閣が成立した。

ヒトラーは，共産党などの反対派を弾
だん

圧
あつ

し，みずからに国政の全権

をゆだねる法を議会に可
か

決
けつ

させて，独
どく

裁
さい

体
たい

制
せい

を確立した。大
だい

規
き

模
ぼ

な

公
こう

共
きょう

事業や軍
ぐん

需
じゅ

工業の拡大によって失業者を救
きゅう

済
さい

して支持を集めた

が，独裁政治に反対する政治勢力，学者や文化人，迫
はく

害
がい

の対象とな

った多くのユダヤ人は，国外に亡
ぼう

命
めい

した。

　　　　　　　　　　指導者を崇
すう

拝
はい

し，資本主義体制や議会制民主

主義にかえて，独裁者のもとに統制的な社会

を建設しようとするイタリアのファシスト党やドイツのナチスなど

のような政治運動は，ファシズムとよばれる。ファシズムは，経済・

社会不安のなかで展
てん

望
ぼう

を失った人々をひきつけ，暴
ぼう

力
りょく

の行
こう

使
し

もいと

わない大衆運動にささえられていた。日本も，1930年代からしだい

にファシズムに類
るい

似
じ

した体制をとるようになった。

　ドイツは1933年に国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

を脱
だっ

退
たい

し，イタリアは1936年にエチオ

ピアを武力で併
へい

合
ごう

し，翌年に連盟を脱退した。日本も満
まん

州
しゅう

国
こく

の建国

をきっかけとして，1933年に連盟脱退を通
つう

告
こく

しており，国際的に孤
こ

立
りつ

した日
にち

独
どく

伊
い

3国はしだいに結
けっ

束
そく

を強めていった。

　　　　　　　　　　1930年代なかばになると，ファシズムに反対

する動きが活
かっ

発
ぱつ

になった。1936年にはスペイ

ンとフランスで，社会主義者を中心としてたがいの政治的意見のち

がいをこえてファシズムに反対するために，人
じん

民
みん

戦
せん

線
せん

内
ない

閣
かく

が結成さ

れた。

　しかし，スペインでは，社会主義に不安をもつ教会や地
じ

主
ぬし

，資本

家が支持するフランコ将
しょう

軍
ぐん

が反乱をおこし，内戦となった。人民戦

線側にはソ連が援
えん

助
じょ

をおくり，欧米の社会主義者や知識人が義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

ファシズムの台頭

→p.225

スペイン内戦

1892－1975

237 地図

イラン
トルコ

イラク クウェート

ヨルダン

シリアキプロス
レバノン

イスラエル

エジプト

スーダン

エチオピア

ケニア
ルワンダ

タンザニア
マラウイ

ジンバブエ

ボツワナ

ザンビア

ブルンジ

ナミビア

スワジランド

コモロ

サウジ
アラビア

アラブ首長国
連邦

バーレーン

エリトリア

ウガンダ

南スーダン
　　　　ソ
　　　マ
　　リ
ア

イエ
メン

カタール

オマ
ーン

セ
イ
シ
ェ
ル

モ
ー
リ
シ
ャ
ス

マダガスカル

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

レソト南アフリカ

アンゴラ

コンゴ
民主共和国

中央アフリカ

コ
ン
ゴ
共
和
国

カ
メ
ル
ー
ン

赤
道
ギ
ニ
ア

サントメ・プリンシペ

ガ
ー
ナ

ガボン

ベ
ナ
ン

ト
ー
ゴ

ブルキナファソ

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

リ
ベ
リ
ア

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

ギ
ニ
ア
ビ
サ
オ

ギニア
ガ
ン
ビ
ア

チュニジア

ナイジェリア

チャド
ニジェール

アルジェリア リビア西サハラ

マリ
モーリタニア

モロッコ

セネガル

ジブチ

第二次世界大戦
前の独立国
第二次世界大戦
後の独立国
1960年の独立国
係争地

0 2000km

ネ
ル
ー

ナ
セ
ル

テ
ィ
ト
ー

ス
カ
ル
ノ

エ
ン
ク
ル
マ

5

10

15

20

Q第１回非同盟諸国首
しゅ

脳
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会議に集まった各国の指導者た
ち　ユーゴスラヴィアのティトーが中心になって開

かい

催
さい

し
た。ティトーは第二次世界大戦でパルチザンを指導して
祖国を解放したため，ソ連とは一線を画

かく

した。会議には
インドネシアのスカルノ，エジプトのナセル，インドの
ネルー，ガーナ独立の指導者エンクルマらが出席した。Q第二次世界大戦後の西アジア，アフリカ

　首
しゅ

相
しょう

（在職1959－2008）として，アルゼンチン
出身のゲバラ（左）とともに，キューバ革命を指導
し，農地改革や企業国

こく

有
ゆう

化
か

などの政策を進めた。
キューバ危

き

機
き

の際には，ソ連に対してアメリカへ
の核

かく

攻
こう

撃
げき

を強くせまったという。断
だん

行
こう

していたキ
ューバとアメリカは，2015年に国交を再開した。
ゲバラはボリビアでのゲリラ活動に転じ，1967
年に殺害された。
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　　　　　　　　　　アジア・アフリカの新
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興
こう

独立諸国

は，冷
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戦
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のなかで連
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帯
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を強めた。

1954年，中国の周
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来
らい

首
しゅ
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とインドのネルー首相が会
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談
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して平
へい
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わ

五
ご

原
げん

則
そく

を発表し，体制のちがいをこえた共
きょう

存
ぞん

を

めざした。翌1955年，インドネシアでひらかれたアジア・

アフリカ（バンドン）会
かい

議
ぎ

では，反植民地主義や平和共存

などを採択した（平和十原
げん

則
そく

）。ラテンアメリカでは，

1959年にキューバで，バティスタがひきいる親米政権を

カストロが指導してたおす革命がおき，その後，社会主

義政権が成立して周辺諸国に影響を与えた。国際政治の

舞
ぶ

台
たい

に登場したこれらの国々は，フランス革命の第三身

分にちなんで「第三世界」とよばれるようになった。

　連帯の動きはその後もうけつがれ，1961年には25か国

の代表が，ユーゴスラヴィアのベオグラードで，第 1回非同盟諸国

首
しゅ

脳
のう

会議をひらいた。東西両陣
じん

営
えい

の軍事ブロックには参加しない非
ひ
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盟
めい

の立場に立ち，冷戦に対
たい

抗
こう

して平和的な国際秩
ちつ

序
じょ

をつくろうと

する第三世界の主張は，以後の会議で賛
さん

同
どう

国
こく

を増やしていった。

　しかし，アジア・アフリカ諸国の多くは，独立後も政治的対立や

経済建設の課題をかかえた。アフリカでは，独立直後のコンゴで，

旧支配国が資源をねらって民族対立を刺
し

激
げき

し内
ない

戦
せん

（コンゴ動
どう

乱
らん

）にな

るなど，国内の複
ふく

雑
ざつ

な民族や宗教をめぐる対立がたえなかった。ラ

テンアメリカでも，軍
ぐん

事
じ

クーデタや経済改革の困
こん

難
なん

に苦しむ国が多

かった。また，1959年にはチベットでの反乱や国境紛
ふん

争
そう

により中
ちゅう

印
いん

関係が悪化するなど，第三世界の連帯のむずかしさがあらわれた。
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